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　 こ れ に よれ ば Aeid 　Protease 　System の 蔑生 は Amylase の それ に 大體夲行し生成速度 がや 5 これよ り早

い 檬な傾向に あ る．併 し Alka ！ine　Protease 　 System は 30時 聞目頃 （仕舞仕事）に
一

旦 減 少 し再 び 産生が 行 わ

れる樣で あ る． この 事 が 米麹の 如くい わば菌に とつ て は 生育途上 の もの を利用す る場合 Alkaline　 Proteat　e

System の 力價が 操 作 ・ 原料等に よ つ て 大 きく影 響 され る原因 で は な い か と思 わ れ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 結 　　　　　鷺

　米麹 Protease の 力價測定 法 を設定 しこ れ に基 き種 々 實驗を行つ た結果 ， 大翼 次 の如き凝果 を得 た．

　1） 米n9　．Protease の 渥出に は A1kaline 　Protease 　System 　 tt　pH 　7．5の M ！10　Phosphate 　Buffer，　Acid

Protease　Systen1 ほ pH 　3．0の M ！10　Lactate 　Buffer を各 々 米麹 10g に 野 し100ccを用い 振盪1 時間 溟 禺す

る事が適當 で あ る．

　2） 通常 の 米麹の protease は Acid 　Proteage 　System が主體で あ り且菌株 に よ り著 し い 差を あらわさな

い ．

　3） 同一菌株 に 於 て も麹 製造原料に ょ り兩 Protease 系 の 比牽が異 り特 に Alkaline　Proteage　 Sygtem ｛ま

糠成分に よつ て そ の 蓬生 を著し く増加す る樣 で あ る．

　4） 米麹製麹中に Alkaline　Protease　System は
一

且減少し仕舞仕事後再産生する傾 向 が あ り， これが同

Protease 系 の 力價の 菌株 に よ るふれ の 大 きい 原因 と考 え られ る。

　絡 bに臨 み 種 々 御助君御指導を賜わつ た阪大 照 井数授 ， 奥貫数授，萩 原 夊 二 氏 及び 三 重 大 松島 助数授 に 深 甚な

る謝 意 を表 す る．又 本 稿 の 發 表 を許 可 さ れ た 山 邑酒 造 株 式 曾杜 祗 長 山邑 太 左衛門氏 ，御校 閲を頂 い た下 田 研 究 所

長 及 び 實 驗 に 協力を賜 わ つ た 國定 則 行 氏 に 厚 く感 謝 す る．　　　　　　 （第 6 回大 阪醗 邉 學 會 に て 口 演 ）
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清 酒 釀 造 と ビ タ ミ ン B 群 の 關 係

（第 3 報 ） 清酒醸造過程 に お け る フ ィ チ ン 及 び イ ノ シ ト P ノレ の 効果 と淌長

幅 　　　井　　　三 　　　郎　（姫路 工 大慮用化學敬室，京大工業化學教室）

谷 喜 雄 ・岸 部 忠 信 （KK 谷 酒 造本嵐 京 穴 工 業化 學 教室 ）

〔1〕 緒 言

　清酒醸造に お い て ，原料 米 中 に存在す る フ ィ チ ン の 役割 に つ い て は，古 く黒野氏等 励 に よ り醸 酵 促進効果 の あ

る事が發表 され ， 醴酵助成瑚として フ ィ チ ソ が實用化 されるに 至つ た．

　麹菌中に は フ ィ ターゼ があ るの で フ ィ チ ン は恐らくイ ノ シ トール （ln）と無機燐化合物とに分解され るで あろ 5

と容易 に想慷 され ， 森氏 掣 ）の 清酒醸造に お け る燐成分の 形態 に 關す る 研究成果は 此 の 推定 を裏書 きす る もの で

あろ 5．然 し乍ら現在 に 至 る迄，酵母堰殖 に重要 な影響 を 持つ Inの 溜酒釀造に お け る役割 に 關 し て 研究 が 行わ

れ て い ない 爲 に，フ ィ チ ン の 作用機賻，In へ の 變化等 に 關す る知 見 は未だ不充分 で ある と考 え られ る．

　清酒釀造に お け る ln の 重璽 性 に つ い て は ，著者等 は 既に 清酒 酵母が増殖時に PA （パ ン ト テ ソ 酸 ）を必婆 とす

るが他 に 工n 等を補足因干 として 要求す る事を認めt）
， 次に ア ル コ ール 存在時 の 溝 酒 酵 線 墳 殖 促 進 因 子 と して

PA ，
　In，

　B 重 等 が役立 つ 事が井上，高岡繭氏 の 及び著者等
の に よ む覿察され た．

ma に お い て は ・先 ず ・ ・ チ ・ 1煤 儘で は黝 であつ て Jt ・・ 顯 麟 雌 物 1爾 鰹 れ て馳 縄 騨 皋を夲

燐 を證單し怨 ，
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　次 に製麹に 際 し米中の 結台型 ln は 遞離型 ln に變化 して ゆ く亭は森氏 等
3） の 燐形態 の 研究 の 結果 と一致するが ，

生 成 した In は 更 に 淌費分解 され て ゆ く事 を發見 しft・酒 母及 び 醪 で も此 の 傾 向 は
一

暦著 しい 亭 を認 め た．次 報
7）

で 述べ る如 く清涯 酵母及 び 麹菌か 豫 じめ 培地 に 添加 して あ る inを淌費す る現象 と關連す る もの と 思われる．此

等 の 事實より清灘醸造中 In濃度が酵母 の 必夢 量 以 下 に 鶴 Fす る場合 の 起る事も豫想 され，フ ィ チ ン 使用の効果

も此 に 由來するの で ない か と考えられ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1〕 實　瞼　方　法

　 （1） 酵 剛 聲殖 試 瞼

　供試菌株 は協會7 號酵母 ，培地 は 第 1 報
4） で 用い た 基本培地（糖 濃度 5 ％，N 源 は 硫 安）に PA ，　 Bi ，　 Bl を 添

加してあるもの で ，必要 に應じて KH2PO4 量を trace とし ， 或 い は 1欺 を添加 した．培養 注 は從來通 り 接 種

菌數 を 最終培 地 1cc當 り 4
，
000個 と して 30℃ で 表 面 積 を 廣 くして 靜置 培癢 し た，

　 （2）　 ビ タ ミン定量法

　In ，
　PA 及 び Bi 定 量 法 は 何 れ も著 老 等 の Sacch ，　carisbergensis に よ る同時 定量 法

s）に よつ た．

　 （5 ） 使用 した 7 イ チ ン 及びその 加水分解法

　供試 フ
ィ チ ン は松下氏

9，の 方法 に より米糠よ り製造 し た．こ の フ ィ チ ソ を In定量 の 常法 通 り 加 水分解 した結

果，lg 申に　rn　115mg　t 含有 して い た．

　使用に 際 し て は フ ィ チ ン amrng を 少量 の HCI で 溶か し NaOH で 中和後水 で 100ccと した溶液 を用い k ．

　 フ ィ チ ソ の 酸 に よる 加 水 分 解 は 1n 定量法の 條件通 り，
フ ィ チ ン 1g を18％ HCI 　IOOcc 中で 8・hrs ．加熱 し，

HC 正を馘壓 て 驪逐後 ， 殘 つ た HCI を NaOH で 中和 し水 を以 て 100ccと L た．

　麹菌體に よ る フ ィ チ ン の 分解は ，豫 じめ Pfeffer 液 に培養 し て 得 た Asp．　eryzae 菌體（壓搾物 15g）と フ ィ チ

ン 20mg を水100cc中に 懸濁 させ pH 　5．0で 30℃ ， 24hrs．接觸 させ た．本條件 で の フ ィ チ ン の 麹菌 フ ィ タ 冖ゼ に よ

る分解度 は ， 上記接觸物中の In饉 400γ か ら ， 對照 と し て 麹菌體同量を水 100¢ c 中30℃ ， 24hrs．放置 した もの の

In量 50r を差引い て 算出した．皀口ち フ ィ チ ン 20m9 よ り In　350r が 生 じた譯 で あつ て ．本條件で は 71 チ ン 1g

よ り1n　17．5mg が遊離 された事 に なる．酸分解 に 比 し In 生 成攀 は 極 め て 低 い が 貿瞭の 場合は 遊離す る 工n が 淌

費 され て ゆ くもの とすれ ば，李衡がず れ て フ ィ チ ン の 分解が更 に進行 して ゆ くもの で あ ろ 5 （Table 　1 （B）等 の デ

ータ 參照）．

　　　　　　　　　　　　〔匿〕　 フ ィ チ ン 及 びそ の 分 瞬選物 の 演酒酵 母 壇殖促進効果

　清酒酵母増殖に 對す る フ ィ チ ン 及びその 分解淕物で あ る In と燐酸鹽 の 効果 を臉討す る 目的で．

　（1｝ In を 欠如 し P 源 と して の KH2PO4 量 を ℃race と した 培 地に，100cc當 り夫 々 KH2PO4 量 勿 mg ，7 イ

チ ン 20  ，
フ ィ チ ン 酸水解物eOni9，　 In　3　mg ヌ．は In ＋ KH2POi を 添加 し た時 の 効果．

　  In 欠 如 ，
　 KH2PO4 含有 （100cc中 KH2PO4 量55mg ）培地に更｝こ上癩諸物質を 夫 々 添加した 時 の 効果

を 調べ た．結果 を Fig ．1及び Fig．2 に 示す．

　以 上 の 實驗 よ り，
PA 及 び燐酸鹽 が あれ ば In は 既 に 第 1 報 4） で認め た如 く清酒 酵 母 墻殖 効 果 を示すが ， フ ィ

チ ン は 其 儘 で は 無効で あつ て ，加水分解され て始 め て有効 となつ た，

　な お 本實驗 で は ln ＋ KH2PO4 よ り も フ ィ ヂ ン 酸分 解物 の 効力が 若干高 か つ た．使 用 した フ ィ チ y 酸 分解物は

フ ィ チ ン 20mg より製造 した もの で ，
　In　2．3mg ，

　P と して 約4mg 含有 し て い た．鼓に In　3　mg ＋ KH2PO420mg

（P とし て 約 4mg ）を添加試驗 した の で 使用した In及び P量は大體同様の 筈で ある が ， 此 の 差の 原因は明らか で

ない ． 7 イ チ ン 中 の Ca，　Mg 等 の 鹽類又は混入す る 少量の NaCl の 影響 1こ よる の か もしれない ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1旧 　清 酒 醸造 時 の lh濃 度 の 變化

　昭 和 28 酒 造年度 に お い て ，製麹時 ，酒母（生阮）及び 醪 に お け る In 量 の 變化 を測定 した結果 の 1 例 を Table

1伸Table3 ｝こ 示す．

　 Table　1（A）に 示 した如 く，製麹に よりIn量が瀕i少 して行き， 製麹時間が長い 程 そ の 傾向が大きい 樣に考え

られる．

　些の 事實を更1こ礁か め る欝に，簧馨案内で製趨を行つ た鞘果を Tab1 ρ1 （B〜に呑す
、
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Table　L （A）製猫 中 の In の 變化

試 　 　料

配 　眛　米

翫 　 　 　麹

並 酒掛米（1）

並 酒 凝（1）

並 酒 掛＞K｛2）

並 酒 麹 

全 ln 禽 量 （乾物 1g 中 の r） 晶 　額 精 白度 （％ ） 備 　考

繝

50

鉤

茄

ド
D

ユ

850600

山　 田 　錦

同 　 　 　 上

27．027
．0

』

』

舒

肝

反

上

八島廣

同

町

上

雄阪大

同

18．023

．0

製 麹 時 間

　 53hrs

製 麹 時 間

　 50hrs

製 麹 時 間

　 42hrs

Table 　1，（B ）製 狸 （實 驗室） 中 の Inの 變化

試 料

　

蕕

麹

米　

若

老

全 In 量 （r）

2258975

遘離 In 量（r）

芻

2017

結合型 In 量 （r）

嬲

6958

艷
全 In0

．100

．220

、21

備考及製麭時間

3　　 日　　 員

5 日 目，胞 子着生

即ち實瞼室内 の 賢瞼結果か ら も製麹に よ り 1効 籔 少 妬 事を認め た．“
なお全 ln と遊離 ln の 淌長を比較強討

すれ ば ， 麹菌 の フ ィ タ 冖ゼ に よ り結合 In の 一部が分解され て 遊離 In が生 成 し，更 に こ れが淌費分解 され て ゆく

もの と解羅 され る．

　酒 母及 び醪 に お い て は Table 　2〜3 に 示 した 如 く， 米及び麹中の 結合型 Inが液中へ 遊離型 lnと して 移行し ，

次第に 清費分解 され て ゆ く事 が認 め られ た．尋6

　1n が どの 樣に分解されるか は 檢討 して い ない が ， 微生物に よる 工n 分解の 例 として 細菌 に よる lnの C 源と して

de
その 後 の 研 究 に よ り製麹 中の In 量 は一且 檜 加 し た後減少する こ とを認 め，酒母iにtcい て 臥

一
晦曾加 し た肇減

　 少す る攝合 もあ6．こ とをζ知ρナ；・、（零發津ミ≧
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Table 　2．酒 母 の Inの 變牝
（試 料 1　 中 の In γ数 ）

In 量 （r）
仕込後
日　 數

状貎 　 　 　 　 　 　 　 き

酒聡 體 中翻 n

陣中遊闇 ・

Table　3．醪 の lnの 變化 （試料 1g 中の 7 數）

1試 料 （・）隊 料 （・）

れ

き

分

前

一

　

付

　
用

膨

湧

酖

使

後　

P

認

跖

36

直 1881381226918tTace282413

　 4

訳
留 添 直 後

留 後 7 日 目

湧　 付　　き

ア　ル 添 前

醪全 體蠣 中醗 鰰
全 1円遊離 In　　　　　　　　 全 1聡

230

工135930

8157　

21

323946313

液 　 　 中

遊離 In

1．121983

　の 利用が 報告 され
1°），その 分解機講は ケ ト體 を經て 酸化分解 され るもの と逋ぺ られ て い る1D．外 に 鼠 では In

の 3 ，4位 の 結合 が 切 れ て ブ ドー糖 となつ た後利用され る と 云 5報告 もあ る
12，．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔V〕　考　　　　　察

　フ イ チ ン は其儘 で ‘ま効果無 く，分懈 され て ln と燐酸鹽 に なつ て 始 めて 有効 とな る事 を認 め た．又製麹時及 び

酒 母 ，醪 に お い て 原料 中 の 結台型 ln は遊離 In に型化後 ， 麹菌，酵母等 に よ り淌 費 され る事 を知 つ た．

　1n力鞭 麹 に よ り減 少 す る 事は ， 酵母増殖 に 關係 ある他 の B 群 ビ ダ ミ ン ，即 ち PA ，　Bi ，
　Bl 筆 が 増加する事貿 に

比 し興昧深 い もの がある．例えば Bi，　PA は製麹 に際し次の 如 く増加した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7 號酵母増殖 に必

蒸　米

　麹

Bi 量 （m γ／9）

一
〇

858

PA 量 （r！9 ）

5436

（数値は乾燥物中の 値 に換算）

　 第 1 報
1） に お い て 合成培地 で 試驗 した 場 合，

要 な In濃度は 100γftube即 ち 10γ1cc程度 で あっ た．

　配，醪 に お ける液中 In濃度は 大體此 の 濃度を 滿足 して い る．

勿論合成培地 を用い 特定 の 條件 で 行つ た 實 驗 結 果 を，複雜 な清酒

醸造 の 實際 に あて は め る事 は 危險 で あ る が ，通常酒母及び 醪で 酵

母 の 壇殖醐爨が 盛に 行 われ る時 期 に は 液中の In 濃度は 大體必要

な水準 に あ る の で あ ろ う．然 し Table 　1〜3 に 示 し た如 く製麹及び酒母等 に お い て In が 減 少す る爲 に 酒母及 び

醪 の 初期で は 液 中 の In濃縫 が低 く，フ ィ チ ン が 醴酵助成劑 と して 應用され るの は か 5 る事實に 由 來 す る もの と

考 えられ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔vr〕 綜 　　　　　括

　ω 醗酵助成劑 として 從來應用されて い る フ ィ チ ン は 其儘 では 酵母壇殯 促 進作用が 無 く， イ ノ ゾ トー一ル （ln）

と燐酸鹽に 分解 され て 初 め て 有効 とな る．

　C2） 清 酒 醸造に お い て 燐に つ い て ｛ま報告があ るが ，
1n に つ い て 1ま研究 が無 い ．米中の 結合型 1皿 は 製麹に よ り

遊離 Inに 變化後，淌費分解 されて 減少す る． こ の 事寳は パ ン トテ ン 酸 ，
　 U

’
オ チ ン 等 の 酵母増殖効果 の あ る他 の

ビ ダ ミ ン が製麹 に よ り増加す る の に 比 し特 異 の 現象 で あ る。

　酒N 及 び 醪 で も， 原 料 申 の 結合型 In は 液中 へ 遊離 In となつ て 移行後 ， 酵坦等 に よ り淌費 され て減少 して ゆ く．

　（3） 酒母及 び醪の In濃度 の 淌長を調 べ た ．先 に 合成培地 を 用い て 認め た 7號酵 母増殖 に 充 分な In濃度は 10γ／

cc で あつ た．

　勿論特定 の 實驗條件下得られた結果 を ， 複雜 な清酒 醸造に 其儘適用出來ない で あ ろ 5が ， 酵母の 増殖醸酵の 盛

期 に は 酒母及 び 醪 の 液 中 1n濃度は 充分なの で あろ うと考 えられ る ，然 し製麹，酒 母 に お い て 恥 が 減少す る爲 に ，

次段階 の 酒母，醪 の 初期 に液中 In濃腱が必 要量以 下 の 場 合 が あ り，か S る場 合 は 7 イ チ ン 使 用の 効果 が 發揮 さ

れ るの で あろ 5．
　以．上 の 實 驗 は恩 師 京大 高 田 亮李敏授 の 御指 導，御援 助 を賜 わ つ た．ヌ 姫路工 大 助手坂 本逹雄 氏 に は 實 驗の 1部

を熱心 に協力 して 戴 い た．深 く感 謝 の 意を表す る．　　　　　　　　　　　　　 （高 凪 研 究 室報 告第 431）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 交　　　　　献

1） 黒 野 ，勝 目，杉 山 ， 松下 ： 日醯協誌 ， 19， （9）8 （1924）；20，（1）29，（2 ）10，（3 ）ヱ0，（1925）；21 ， （3 ）

4 ，5 ，（4 ）3ア，（5 ）23 （1926）．　　 2） 杉 山，藤 田 ： 日醸協誌 ，22，（1 ）40 ， （2 ）35 （1927）；25，（1）54 ，

（2．）羽 （1928），　　 3） 森等 ：本誌，51
， 419，429 （1953，；大阪醜造學會，第 5 及び 第 6 回大 會講演 （ユ953年蒐
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（麟生 ， 山内 ，松爾）　（；lucopyranosidic　Polymer の Paper　ChrQm 批 ography ぐ其の 1 ） （117）

及 び 1954 年10月 ）．　 4） 輜 井 ， 谷 ， 岸部 ： 本 誌 ，53
，
1 （1955）　 5） 井．ヒ，高岡 ： 大 販釀 造學 會第 6 回大 會講演．

6） 帽井，谷，岸部 ： 本誌，55，59 （1955）．　 7）幅 痔，谷 ， 岸部 ： 本誌 ， 投稿 中．　　 8）禰 井，坂 本 ， 谷 ； ビ タ

ミ ン
， 印刷 中 ；大 阪醯逋學會第 6 回 大 曾譚・演．　　 9） 松下 ： 口醍協 誌，且9，（12）23 （1924）．　　 10） MAGAS −

ANIK
，
　B ．： J．　 Biol．　 Chem 　205 ，10〔〕7 （1953）．　　 11）MAGAsANIK ，

　B ．： J．　 Biol，　 Chem ，205
， 1019 （工953）．

12） STETTEN
，
　M ．R ．，　STETTEN ，

　D ．　Jr．： J．　Biol．　Chem ，164，85 （1946）．　　 （昭和 29，11．10受理 ）

Glucopyranosidic　Polymer の Paper　Chroma 七〇graphy

（其の 1 ） 化學 構造 と呈色 反應 との 關連 性 に つ い て

　　　　 非醗酵性糖 に 關す る研究　（第13報）

麻生　　清 ・山 内文 男 。松 田和雄 　（東北大 學 農 學 部農産物利 用 研 究 室）

　清酒及び麹汁の 非 懸響性糖 の 碗究 か ら主 と して D ・
glucopyranosidic 　disaccharides（gluco−biose と略す）を

對象 に paper 　p ユ rtition 　 chrotnatography （PPC と略す） を 數多く手掛けて きた の で あるが ， こ れ ら糖類 の

化學溝造 と sp ）t の 色凋 や Rf と の 相姻性 を 整理 して み た な らば，　 gluco・biose や 夫 よ り重合度の 高い glucose ・

polymer が PPC で 簡易 に 推定 し得ない だ ろ うか と考 え て 本實驗 を行つ た次第 で あ る．

　glucosep ）lymer の 基本 で ある gluco ・biose は linkage の 仕方 で Table 　1 の 如 くユ1櫨 の 異 性體があ り ， 倚

1，1・linkage を除い た gluco ・bbse は α ，βの 兩型 があ るの で 」確數 19鍾 の 異性豊が 存在す る事 に な り，更 に gluco・

triose に い た る と總 數160置 の 異 性 豊 が あ り，　 gluco −・tetraose 以 上 に な る と枝 別れの もの が出來 て きて 復糶多

岐 に な り， 夥 しい 數の 異性體が 存 在す る こ とに な る．

　gluco ・biose は Table 　1 の 女口く α ，βと form の 問題 と 1，2’α ・linkage の kojibiose の
’
不確 蟹 さ とを 除け ば

凡 て 力韈 見確 遣 され て い るの で あ るが，gluco −triose 以 上 に な る と構造 の 到明 して い る もの は 誠 に 數 少 く，

glUCO ・bioseの 懐に 天然に植物や微生物に よつ て 生合成 される もの か 夊は化學的に合成 され うるもの か大い に 興

昧 あ る事で あつ て ，その 未知 の 分野 は 廣 く，單に starch を 例 に と つ て 見て も今 ま で 認 め ら れ て い る g1ucose

の 結合様式 1，4−一， 1 ，6− ， 及 び 1
，
3 一α 「結合や 技別れの 仕方や重合度を考慮 して 組合せ を 計算す ると如何に 數多 く

の 異性釐 が あるか 驚くぺ きもの で あ り，實．察に天 然 ノ）各孀櫃物澱粉の 化學購造を論ず る場 合に は 上 記 の 點 を或 る

程 度考慮す る 必 要 が あ る と思 わ れ る．

　爾上記 した 樣 ｝こ gluco ・biose の 異性鼈の 總數‘ま19瞳で あ るが，その 中 α β爾型 の あ る糖につ い て は水溶液中 α
，

β爾 型が或 る甼 画歌態 に逾 し sp 〕t と して 呈色 して い る と見られ るの で ，
α

， β
一
兩型 の 點は 除外 し得 る．本報で は

各 櫨 發 色 試 藥 に ょる gluco ・biose 類 の spot の 色謂 を 調 べ た 結果 を 報 告 し ， 次 報 で Rf と の 相關性 に つ い て 報

告す る．

　糖 7）發色試藥 として は大部ftit芳香族 ア ミ ン 類並 び に フ エ ノ P一ル 類 に酸 を 加えた もの が 使用されて い るが ，こ

の 中後者 は ketose に 對 L，て 鋭 敏 で あ るが aldose に は 感度 が 鈍 く，前者は 其 の 逆で あ つ て 本 報 で は gluco
・

biose を封照 と して い る の で 前者 を坂 りあげ， その 中 aniline 　 hydrogen 　phthalate26
，，　 anisidine 　phosph −

ateeT ）
，
benztdine ．trichlor 肌 c3taL ¢

28）
，
　aniline 　hydrochloride29）を 使用し， 尚還元性の な い trehalose に は 感

度 の 張 い ア ン モ 涓 ア 性萌陵 鑞
30）を 用 い ，更 に JEANEs 等 の 用 い て い る 3，5・dinitro・salicylic 　acid3D を つ け 加えた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賢　験　の 　部

　標 準糲凌の 調製　maltose
，
　callobiose は 武 譌藥 品特級，　sak6biose ，　kDjibiose は 麹汁醸酵液か ら chromato

−

graphy で 分 離 した も の ，　 gentiobiose は 第 8 報黝 の 如 く調製 し ，　 isomaltose は Dr．　ALLENE 　JEAUgESか ら，

laminaribioseは Dr．　BoURNE か ら，　 trehalose は 食 糧湃究所 の 佐 藤友太郎按官 か ら分譏され た もの を用 い ，

sophorose は hydrol か ら carbon 　column 並 び に PPC で 多量 に 展開 して 切拔き抽出に よ り調製 し，　 Dr 。F ．

CRAMER か ら逶 られ た sDphorQse で 同 定 した （詳細は後報す る ）．

　 各糖 液は 1〜2 ％ に し，一
般 に 呈色度の 鈍 い maltose 並 び に trehalose は 5％ に し，各 々 5〜10μiつ つ

spot した．俺 spot した糖量 は maltose ，
　trehalose は 25Gr ， その 他は 100− 200rで むる．
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